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印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
四
巻

第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

真
如
縁
起
（

随
縁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
の

思
想
史
的
背
景

中
国
仏
教
に

お

け
る

『

究
竟
一

乗
宝
性
論
」

の

位
置
づ

け
の

再
検
討

　

中

国
仏

教
に

お
い

て

は
、

法
蔵
（

六

四一】．

1
七
一

二
）

は

真
如
の
一

側

面
が

有
為
法
の

よ

う
に

働

く
真
如
随
縁
を
説
い

て

い

る
。

一

方
、

法
蔵

以

前
、

曇
延
（
五
一

六

−
五

八

八
）

や

浄

影
寺

慧
遠
（
五

二一
ニ

ー
五

九
二
）

の

著

作
に

も

真
如
の

働
き
と

そ

の

分
類
が

見
え
る

。

つ

ま

り
、

真

如
縁

起
（
随
縁）

の

思
想
的
背
景
は

法
蔵
以

前
か

ら
始
ま
っ

て

い

た
と

考
え

ら

　（
1）

れ

る
。

本
論
に

お
い

て
、

イ
ン

ド

仏
教
に

お

け
る

如
来
蔵
思
想
の

代
表

と
さ

れ
る

『

究
竟
一

乗
宝
性

論
』

（

以

下
『

宝
性
論
』

）

を

中
心
と

し
、

真

如
の

働
き
と

い

う
思

想
の

背

景
を

探
し
、

そ

の

『

宝

性
論
』

が

中
国
仏

教
思
想
史
に

与
え
た

影
響
を
再
検
討
し
て

み
た

い
。

一

　
『

宝

性
論
』

　
　

如
仏
性
」

李

子

捷

に

見
ら

れ
る

「

α身
o

肓
抖

富
島
讐
巴

と

「

真

　
『

宝
性
論
』

の

漢
訳
者
で

あ
る

勒
那
摩
提
（
生

没
年
不
詳）

は
、

菩
提
流

支
（
？

1
五

二

七

？）

と

と

も
に

中

国
に

渡
っ

て

北
朝
で

唯
識
・

如
来
蔵
経

論
の

翻
訳
に

取
り
組
ん

だ

イ
ン

ド

論
師
で

あ
り

、

初
期
中
国
唯
識
・

如
来

蔵
思

想
に
お

け
る

中
心
的
な
人

物
で

あ
っ

た
。

そ
の

「

宝
性
論
』

に
は

、

σq

薯
。

弩
；
匿
く
p
ニ

コ

嬰
。冖
ロ

冨
日

畠
で

巨
嵩
髱

巳
二

；
冤
餌

匹

；
＝
巴
σ⇔
o

器
B

箜

三
襞
。

量
。。

圏
α

嘗
o

ε

冨
日

卑

℃
「

母

誘
冨
膏

冨
蟇゚

。

四

日

蓉
。

『
 

匹

超
oo
。

g
雪
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　ハ
　ソ

§
7

婁
寿

碧

畧
p

霎
巷

巴
ロ

冒
習
四

。・

o

鼠
曷
日

。゚

愚榊
入
即
Ob

ひ）

有
一

切
依

因
真
如
仏
性、

非

離
仏
性
無

因

縁
故
起
如
是
心

。

偈
言
見
苦
果
楽

果、

此

依
性

而
有
故

。

若
無

因
縁
生

如
是

心
者、

一

闡
提
等
無

涅
槃
性、

応
発

菩
提
心

。

偈

言
若
無
仏
性
者

、

不
起
如
是
心
故、

以

性

未
離
一

切
客
塵
煩
悩
諸

垢。

（

勒
那
摩
提
訳
『

究
竟
一

乗
宝
性
論
』

、

『

大
正
』

三
一
・

八
三
一

a
）

と

い

う
説
明
が

あ
る

。

梵
本

に
よ

れ
ば

、

種
姓
（

c。
。

器）

が

あ
る
た

め

輪

廻
や

涅
槃
が

存
在
し

、

も
し
種

姓
が

な

け
れ
ば

、

無
涅

槃
の
一

闡
提
が

存

在
す
る
、

と
い

う
。

し

か
し

、

漢
訳
に

な

る

と
、

一

切
の

依
因
で

あ

る

真
如
仏

性
が

あ
る

た

め

輪
廻
や

涅
槃
が

存
在
す
る

こ

と
と

な
っ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

漢

訳
『

宝

性
論
』

に

お

け
る

真
如
は

、

仏

性
と

結
び
つ

い

て

「

真
如
仏

性
」

と

な
り、

世
間
の

輪

廻
と

深
く

関
わ

り
、

そ

の

拠

り

所
ま
た

は

原
因
と

な
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。

漢
訳

『

宝

性
論
』

に

な

る

と
、

梵
本
に

見
ら
れ

る

種
姓
の

有
無
で

は

な

く
、

真
如
は

有
為
と

無

為
と
の

両
方
の

原
因
と

な
っ

て

い

る
。
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漢

訳
『

宝
性
論
』

に

お

い

て
、

「

ひqo

耳
四

（

種

姓）
」

は

「

真

如
仏

性
」

と

翻
訳
さ

れ

た

場
合

が
少
な

く
な

い
。

そ
の

代
表
的
な
一

例
を

見
て

み

よ・
つ

。

路
日
緩
魯

器

三
≦

警
o

螽
「冖
『
o

蠧
゜。
巴
倒

・゚

四

暑

靄

譽
く

剖
冖

卑冖
ヨ
op

器
。q
彎
σ

氤

ξ

爵
δ
信

σ

匿
σq

塁

蟲
受
巴

三
四

。゚

 

黯
曽
・゚

豊
く

8
三
讐

募
qq

器
自
鏈

目
卑

『

3
巷
巴
。。

9
胃

選
翼
冨
蠧

け

卑

鼠
σq

讐
鎮

肆

冨
扇

薹
讐一
穿
a
釁
『
 

蠧

§
訂
q゚
纈

田
σqo

器
芻
日
げ

冨
品

島
 

蠧
。

騨゜
（

”

ρ

口

9有
三
種
義

、

是
故
如
来
説
一

切
時
一

切
衆
生

有
如
来
蔵

。

何
等
為
三、

一

者
、

如

来
法
身
遍
在
一

切
諸
衆
生

身、

偈
言
仏
法
身
遍
満
故。

二

者
、

如
来
真
如
無

差
別、

偈
言

真
如
無
差
別
故

。

三

者、
　一

切

衆
生

皆
悉
実
有

真
如
仏
性

、

偈

言

皆

実

有
仏

性

故
。

（

勒

那

摩

提

訳
『

究

竟
一

乗

宝

性

論
』

、

『

大

正
』

三
一
・

八
二

八

b
）

即
ち

、

梵
本
で

は

「

如
来
の

種
姓
（

霽

慧
α・

器゚
q
・

密）
」

が

説
か

れ

て

い

る

が
、

漢

訳
に

な
る

と
、

「

真
如

仏
性
」

ま
た

は

「

仏

性
」

に

な
っ

て

お

り
、

「

σq9

莓
（

種
姓
）

」

と
い

う
表
現
が

全
く
見
え
な
く
な
っ

て

い

る
。

更

に

注
意

す
べ

き
は

、

梵
本
は

「

法
身

・

真

如
・

種
姓
」

と
い

う
三

つ

の

重
要
な

概
念
を
利
用
し

て

如
来
蔵
を

解
釈
し
て

い

る

が
、

漢
訳
に

な

る

と
、

「

法
身
・

真
如
・

真
如
仏

性
」

と
い

う
組
概
念

と
な
っ

て

い

る

こ

と

　
　（
3）

で

あ
る

。

　
で

は
、

漢
訳
『

宝
性
論
』

に

見
ら
れ

る

真
如
仏
性
は
、

ど

の

よ

う
な

存
在
で

あ
ろ

う
か

。

『

宝
性
論
』

の

以
下
の

関

連
部
分

を
見
て

み
よ

う
。

　
冨

冨
累

巨
国

団

靈
臣
扇
団
o

穿
四
一

g

雷
5
三

§
ロ

彗
薗
−

匡
訟
 
界
o

翳
冖

讐

訂
oq

欝
−

αq

璧
げ

匿

旦

真
如
縁
起

（

随

縁
）

説
の

思

想
史
的
背
景
（
李）

ロ

2
器
』【
「

蠧
団

巨
訂
宀

 

旨
。

≦
げ

巨
穿
四

げ

菖

蠹
く

課
螽
葦
B
厭剛

長
邑
四

冨
巷
o

覧
。・

翼
鼠
けq
印

雷

穿
四

∋
艮
碧
巴
¢

口
。

石
→

p
：

§
鐔
・゚

聾

ヨ

憙
雷
§
無
四

Σ
αq
卑

窓
島
o

藝
巴
9
日

募
＆
爵
四

。

曽

゜。

薗

臼

窪

蠶
。

雲一’
（
幻

P
卜。

一

）

真
如
有
雑
垢
者、

謂
真
如
仏

性
未
離
諸

煩
悩
所
纏

、

如
来
蔵
故

。

及
遠
離
諸
垢

者
、

即
彼
如

来
蔵
転
身
到
仏
地

得
証

法
身、

名
如

来

法
身
故

。

…

中
略
…

剥

如
有
雑
垢
者

、

同
一

時
中
有
浄
有
染

。

（
勒
那

摩
提
訳
『

究

竟
一

乗
宝
性
論
』

、

『

大
正
』

三
］

・

八
二

七
a

）

無
垢
の

真
如
そ

の

も
の

は

清
浄
で

あ
る

が
、

雑
垢
や
煩

悩
の

あ

る

状
態

は
、

梵
本
に
よ

れ

ば

「

路
ヨ
。

団

§
匿
鼠
（

有

垢
真
如
）

」

と

な
り

、

漢
訳
本

に

よ

れ

ば

「

真
如

仏
性
」

と
な
っ

て

い

る
。

つ

ま
り

、

こ

の

有

垢
の

真

如
仏

性
は

、

世

間
の

雑
垢
か

ら

離
れ

ず、

清

浄
で

あ
る

と

同
時
に

、

有

為
法
と

し
て

の

諸
煩
悩
と
も
深
く
関
わ
っ

て

い

る

も
の

で

あ
る

。

二

　
真
諦

・

慧
遠
・

吉
蔵
と

『

宝
性
論
』

　
『

仏

性
論
』

は

『

宝

性
論
』

の

焼
き

直
し

で

は

な
い

か
と
い

う
推

測

が
、

長
尾
雅
人

氏
に

よ
っ

て

提
唱

さ

れ

て

お

り
、

服

部
正
明

氏
は
こ

れ

を

継
承
し

、

『

仏
性
論
』

が

『

宝
性
論
』

の

異
訳
的
関
係
に

あ
る
こ

と

を

　
　
　（
4

）

指
摘
し

た
。

中

村
瑞
隆
氏
の

研
究
に

よ

れ

ば
、

説
明

部
分
を

除
き
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
5）

と
、

両

論
の
一

致
は

明
ら

か

で

あ
る

。

そ

し

て
、

高
崎

直
道

氏
の

研
究

に

よ

れ

ば
、

同
じ

真
諦
訳

と
さ
れ

る
『

摂
大

乗
論
釈
』

の

如
来
蔵
説
は

、

梵
本
『

宝
性
論
』

を
利
用
し

て

お
り、

『

宝
性
論
』

の

内
容
は

『

摂
大
乗

論
釈
』

・
『

仏

性

論
』

な
ど

に

分
散
配
置
さ

れ
て

い

る

が
、

『

宝
性
論
』

の
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真
如
縁
起
（

随
縁）

説
の

思

想
史
的
背
景
（
李）

　
　

　
　

　

　
　

　
（

6
）

名
は

示
さ

れ

て

い

な
い

。

こ

れ
よ

り

見
る

と
、

真
諦
訳
と

さ

れ

る

経
論

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

7
）

に

お

け
る

『

宝

性
論
』

の

役
割
を
無
視
で

き

な
い

。

　

北
朝
仏

教
の

代
表
者
と

し

て
、

浄
影

寺
慧
遠
は

『

宝
性
論
』

を

依
用

し
、

仏
性
に

つ

い

て
、

　

故

説
衆
生

悉

有
仏
性、

定
必

当

成
。

令
捨

放
逸、

随
順

趣
向

。

『

宝

性
論
』

　

中
、

所
為
有
五

。

…

中
略
…

五

為
誹
謗
真
如
仏
性、

謂
是
則
断
滅

、

故

説
仏

　

性
是

真
是

実
常
楽
我
常

。

亦
可
為
於
怖
畏
断
滅
楽
実

衆
生、

故
説
仏
性

。

仏
性

　

之
義、

略
弁
如
是

。

（

慧
遠
撰

「

大
乗
義

章
』

、

『

大
正
』

四
四
・

四
七
七
c
）

と

述
べ

て

い

る
。

つ

ま

り、

一

切
衆
生

が
持
つ

仏
性
を
解
釈

す
る

た

め

に
、

慧
遠
は

『

宝
性
論
』

に

見
ら

れ
る

「

真
如

仏
性
」

を
利
用

し

て

お

り
、

仏
性
が

真
如
の

よ

う
に

す
べ

て
の

衆
生
に

と
っ

て

真
実

で

あ
り

、

常
に

存
在
す
る
こ

と

を
説
い

て

い

る
。

　

次
に

南
朝
仏

教
の

代
表
者
で

あ
る

吉

蔵
の

場
合
を

見
て

み

よ

う
。

吉

蔵
の

著
作
で

は

『

宝

性
論
』

の

引
用
は

あ
ま

り
見
ら

れ

な
い

が
、

「

仏
性

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
〔
8）

論
』

の

引
用
は

比

較
的
多
く
見
ら

れ

る
。

こ

れ

は

漢
訳
『

宝
性

論
』

が

主
に

北
地

で

流

行
っ

た

証

拠
に

な
る

か

も
し

れ

な
い

が
、

重

要

な
の

は
、

吉
蔵
は

仏
性
を
解
釈
す
る

際、

最
も
重
視

す
る

経
論
の
一

つ

は
『

宝

性

論
』

の

焼
き

直
し

と

し

て

の

『

仏
性
論
』

で

あ
る

、

と

い

う
事
実
で

あ
る

。

こ

れ

に
つ

い

て
、

以

下
の

よ

う
に
述
べ

ら

れ
て

い

る
。

依
『
仏
性
論
』

、

蔵
有、
二

種
。

一

所
摂
蔵

、

二

隠
覆
蔵

、

三

能
摂
蔵

。

…

中
略

…

三

蔵
云

、

亦
言
如
来
胎

。

如
来

蔵
在
煩
悩
之
中、

名
如
来
蔵

。

如
来

蔵
即

是
仏
性

。

仏
性
有
＝ ．

、

一

自
性
住
仏

性
、

二

引
出

仏
性

、

三

至

得
仏

性
。

引
出

仏
性

、

従
初

発
意

至
金

剛
心

、

此

中
仏
性
名
為
引
出

。

…

中
略
…

諸
仏
三

身

即
是
至

得
仏
性

、

以

前
二

為
本

。

此
語
出
『

仏
性
論』

。

（

吉
蔵
撰

『

勝

鬘
宝

窟
』

、

『

大
正
」

＝ 、
七
・

六
七
b

）

即
ち

、

吉
蔵
は
『

仏
性
論
』

に

見
ら

れ

る
三

種
仏
性
説
を

用
い

て

仏

性
・

如
来
蔵
の

根
本
を
解
釈
し
て

い

る
。

こ

の

三

種
仏
性
の

中
、

自
性
住
仏
性
と

引

出
仏
性
が

重
点
で

あ
る

。

こ

こ

で

注
意
す
べ

き
は

、

中
国
仏
教
に
お
い

て

は
、

イ
ン

ド

仏
教
に

お
い

て

主
流
で

な
い

仏
性
思
想
を

通
し
て

種
姓
説
を

弱

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

9）

め
る
た
め

に
、

漢
訳
『

宝
性
論
』

な
ど
が

大
き

な
役
割
を

果
た

し
て

お

り
、

「

宝
性
論
』

の

焼
き
直
し

で

あ
る

『

仏
性
論
』

は
こ

の

傾
向
を
継
承
し

、

漢

訳

『

宝

性
論
』

に

遡
れ
る

仏
性
説
を

用
い

て

種
姓
説
・

仏
身
説
を

統
合

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
10
）

し
よ

う
と

す
る

、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

吉
蔵
の

仏
性
思

想
に
と
っ

て
、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（
11
）

『

宝
性
論
』

に

基
づ

い

た

『

仏
性
論
』

の

影
響
は

決
定
的
で

あ
ろ

う
。

お

わ

り
に

　
『

宝
性
論
』

は
、

そ
の

漢
文
の

注
釈
書
が

現
存
し

て
い

な
い

た

め
、

イ

ン

ド

仏
教
と

違
い

、

東
ア

ジ

ア

仏
教
に

と
っ

て

あ
ま

り
重
要
で

は

な
い

と

思

わ

れ

が

ち
で

あ
る

。

し

か

し
、

南
北

朝
以
降
の

中
国
仏

教
に

お
い

て

は
、

『

宝

性
論
』

の

思

想
と

用
語
を

依
用
し

て

お

り
、

『

宝

性
論
』

を

参

照
し
つ

つ

翻
訳

さ

れ
た

経
論

、

あ
る

い

は

『

宝

性
論
』

に

基
づ

い

て

作
ら

れ

た

経
論
は

、

意
外
に

多
い

。

こ

れ

は

中
国
仏

教
の

如
来
蔵
思
想

に

関
わ

る

重
要
な

問
題
で

あ
り

、

そ

れ

に

対
す
る

厳
密
な

考
察
は

、

今

後
の

課
題
に

し
た
い

。
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1
　
類
似
の

意
見
と

し
て
、

山

田
亮
賢
「

真
如
随
縁
の

思

想
に
つ

い

て
」

（

『

印

　
度
学
仏
教
学
研

究
』

第
二

巻
第
一

号、

一

九
五
三
）

を

参
照
さ

れ
た

い
。

2
　

§
Q

肉

ミ
§
伽

ミ
、

ミ
辱

書
題

さ
評

兮
§
ミ
龜

蕘
ミ

ミ
ミ
翁
ヒ
、

鼻

9°
団

冠
毒
p
己］

　
出
冒
目
旨

自
＝
。
げ

磊
8
ロ

（
勺
薗

ヨ
費

日

冨

国
審
『

閃
。

器
碧
。

『

°。

。

。

δ

2
一
黷
O

）°
「

宝

性

　
論
』

の

梵
本
の

引
用
は

こ

れ
に
よ
る

。

以
下

省
略

。

3
　
「

§
高
oq
讐
帥

9
彎
ヨ

蹄
碧
国

（

如
来
の

法
身）
」

・
「

雷
睾
摺
肆
口

富
匪
印

蒟

（
如
来
の

　
真
如
）

」

・
「

§
げ
91

αQ
印

雷
OqO

富
（
如
来
の

種
姓
）
」

と

い

う
組
概

念
は

、

イ
ン

ド

　
仏
教
に

お
け
る

如
来
蔵
思
想
の

代
表
的
な
経
論
と
さ
れ

る

『

宝
性
論
』

に

見

　
ら

れ
る

如
来
蔵
の

定
義
と

言
え
る

。

し

か

し
、

漢
訳
に
な

る

と、

「

法
身
・

　
真
如
・

真
如
仏

性
」

と

な
っ

て
い

る
。

4
　
服
部
正
明
「

仏
性
論
の
一

考
察
」

（

『

仏
教
史
学
』

第

四
巻
第
三
・

四

号
、

　
一

九
五
五）

。

5
　
中
村
瑞
隆
『

梵
漢
対

照

究
竟
一

乗
宝

性
論
研
究
』

（
山
喜
房
仏
書
林

、

　
一

九
七
一

、

五
七

頁
）

。

6
　
高
崎
直
道
『

高
崎
直
道
著
作
集
第
七
巻

如
来
蔵
思
想
・

仏
性
論
H

」

（
春

　
秋
社、

二

〇
一

〇
、

一

七
三

頁
）

。

7
　
筆
者
の

研

究

に

よ

れ

ば
、

『

仏

性
論
』

に

お

け
る

仏
性
説
・

真
如

説
が

　
『

宝
性
論
』

か
ら

受
け
た

影
響
は

、

決
定
的
で

あ
ろ

う
。

拙
稿
「

真
諦
訳
と

　
さ
れ
る

『

仏

性
論』

に
お

け
る

「

仏
性
」

に

つ

い

て

　
　
『

地

持
経
』

・
『

宝

　
性
論
』

・
『

摂
論
釈』

と

の

関

連
を
中

心
に

ー
」

（
『

駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論

　
集
』

第
四
六

号
、

二

〇
一

五

掲
載
予

定
）

参
照

。

8
　
奥
野
光
賢
「

吉
蔵
撰
『

勝
鬘
宝
窟
』

を
め

ぐ
っ

て
」

（
『

奥
田

聖
應
先
生
頌

　
寿
記
念
イ
ン

ド

学
仏
教
学
論
集
』

佼
成

出
版
社

、

二

〇
一

四
）

。

9
　
拙
稿
「

『

究
竟
一

乗
宝

性
論
』

の

「

oq
。

富
（
種
姓）
」

に
つ

い

て

　
　
な
ぜ

　
勒
那
摩
提
は

漢
訳
本
で

こ

の

語
を
翻
訳
し
な
か
っ

た
か

　
　
」

（
『

駒
沢
大
学

　
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』

第
四
八

号、

二

〇
一

五）
。

　
　

真
如
縁
起
（

随
縁
）

説
の

思
想

史
的
背
景
（
李
）

10
　
前
掲
注
7
の

拙

稿
。

11
　
筆
者
の

知
る

限

り
、

「

真
如
仏

性
」

の

語
は

漢
訳
『

宝
性

論
』

・
『

法
華

　
論
』

・
『

金
剛
仙
論
』

に

初
め
て

出
て

お

り
、

そ
れ

以
外

、

唐
代
以
前

、

浄
影

　
寺
慧
遠
（
五
二一
ニ

ー
五
九
二
）
・

天

台
智
顕
（
五

三
八

−
五
九
七
）

・

嘉
祥
吉

　
蔵
（
五

四
九

−
六
二

三
）

に

し

か

使
用
さ
れ
て

い

な
い

。

〈

参
考
文
献
〉

高
崎
直
道
『

高
崎
直
道

著
作
集
第
七

巻

如
来
蔵
思
想
・

仏

性
論
H

』

（

春
秋

　
社

、

二

〇
一

〇
）

中

村

瑞

隆
『

梵

漢

対
照

究

竟
一

乗

宝

性

論
研

究
』

（

山

喜
房

仏

書

林
、

　
一

九
七
一
）

服

部
正

明
「

仏
性

論
の
一

考
察
」

（
「

仏
教

史
学
』

第
四

巻

第
三
・

四

号
、

　
一

九
五

五
、

＝
バ

ー
三

〇

頁
）

奥
野

光
賢
「

吉
蔵
撰

『

勝
鬘
宝
窟
』

を

め

ぐ
っ

て
」

（
『

奥
田
聖
應
先
生
頌

寿
記

　
念
イ
ン

ド

学
仏
教

学
論
集
』

佼
成
出
版
社、

二

〇
一

四
、

八
五

ニ

ー
八

五
九
頁）

山
田

亮
賢
「

真
如
随

縁
の

思

想
に
つ

い

て
」

（
『

印
度
学
仏

教
学
研
究
』

第
二

巻

　
第
一

号、

一

九
五

三
、

二

七
九

−
二

八
一

頁
）

李
子

捷
「

『

究
竟
一

乗
宝
性
論
』

の

「

噛

9
雷

（

種
姓
）

」

に

つ

い

て

ー
な
ぜ

勒

　
那

摩
提
は

漢
訳
本
で

こ

の

語
を

翻
訳
し

な
か
っ

た

か

ー
」

（
『

駒
沢
大

学
大

　
学
院

仏
教
学
研

究
会
年
報
』

第
四
八

号
、

二

〇
一

五
、

二

八
〇

1
二

八
八

頁）

（
本
稿
は

平
成
二

十
七

年
度
日

本
学
術
振

興
会
科
学
研
究
補
助
金
〈

特
別
研
究
員

奨
励
費
〉

の

助
成
を
受
け
た

も
の

で

あ

り、

そ
の

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
『

宝
性
論
』

、

真
如

、

真
如
仏
性

、

如
来

蔵
、

真
諦、

慧

遠、

　
　
　
　
　
　

吉
蔵

　
　
　
　
　
　
（
駒
澤
大
学
大
学
院
・

日
本
学
術
振
興

会
特
別
研

究
員
OO
）
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